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「 運動会を終えて 」 

 

校長 大野 博史 

 

先日の運動会では、多くの保護者・地域の皆様に御来校いただき、温かい御声援を賜り

ましたこと、心より感謝申し上げます。おかげさまで、生徒たちは日頃の練習の成果を十

分に発揮し、充実した運動会となりました。 

運動会では、勝敗や順位に注目が集まりがちですが、私が何より嬉しく感じたのは、生

徒たちが互いを支え合いながら、集団の一員として責任ある行動をしていた姿です。仲間

を応援する姿、係活動に責任をもって取り組む姿、ルールを守り相手を尊重する姿など、

多くの場面で生徒の良さを見ることができました。 

本校では、「正義の通る集団」を大切にしています。ここでいう正義とは特別なことで

はなく、ルールや約束を守り、周囲を思いやり、仲間を認め支え合いながら、皆でよりよ

い集団をつくろうとする姿勢です。 

今回の運動会では、競技だけでなく、仲間を励ます声、係の仕事に責任を果たそうとす

る姿など、目立たない場面にも多くの成長が見られました。運動会は、一人では成り立ち

ません。互いを認め支え合いながら、一人一人が役割を果たしてこそ成功する行事です。

その姿から、生徒たちの中に「正義の通る集団」の土台が着実に育っていることを感じま

した。 

これからの学校生活でも、運動会で見せた協力する姿勢や互いを認め合う気持ちを大切

にしながら、安心して過ごせる学校、互いを尊重し合える学校づくりにつなげてほしいと

願っています。 

ふれあい（いじめ防止強化）月間 

東京都教育委員会では、年２回「ふれあい（いじめ防止強化）月間」として、いじめ

や自殺防止、暴力行為等の問題行為、不登校の未然防止や早期発見・早期対応等の取組

の充実を図っております。６月はその第１回となります。 

「いじめ」とは、「児童等に対して、当該児童等が在籍する学校に在籍している等当

該児童等と一定の人的関係にある他の児童等が行う心理的又は物理的な影響を与える行

為（インターネットを通じて行われるものを含む。）であって、当該行為の対象となっ

た児童等が心身の苦痛を感じているもの」と定義されています。 

本校では、生徒へのアンケートを実施し、状況に応じて相談することで、早期発見・

早期対応等の取組を進めたり、校区小学校の児童会及び武蔵村山高校の生徒会と連携し

た、五中サミット（第１回６月４日（木）開催予定）において、いじめ防止への取組に

ついて意見交換を行ったりするなど、いじめ防止について取り組んでいきます。  
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